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○細井戸座長　どうも皆さんこんにちは、きょうはよ

ろしくお願いいたします。

　このワークショップにつきましては、Ｋｎｏｔｓの

代表者であります冨永様から日本獣医師会で今回何か

やってほしいなと言われまして、私自身も余りどういう

内容で進めたらいいんかわからんまま日にちがたつと、

ほぼ丸投げ状態みたいになりまして、先生の知ってる

人で獣医師について、あるいはいろんな分野で活躍し

てる人を集めてもらっていろんな話をしてもらえない

かということになりました。古くから私、知っており

ます企業のＤＳファーマさんに話をしましたら、自分

のところも獣医療にかかわってきたので、少し応援は

しようかということで応援していただきました。つた

ない座長になりますけども、よろしくお願いいたしま

す。

　大体、１人 30 分から 40 分ぐらい、その分野での話

をしていただきまして、その後、皆様方と何かディス

カッションできたらなと思っております。

　それでは始めさせていただきます。

　この獣医師という仕事というのは、都市部、あるい

は地方によってイメージ、あるいは世代によって違う

なと思ってきてます。私自身が獣医になったころと 30

年たちました現在とでは、役割というものが変わって

きてるなと思ってます。もちろん江戸、明治時代から

の職業ではありますけども、近代獣医学ということに

なりますと、日本ではやはり戦前、戦中の軍馬の管理

ということがすごく重要な役割であったなと。実際に

日本獣医師会の歴代の会長の先生方というのは、そう

いう軍時代の知り合いやなという話を若いころ聞いた

りしたことがありました。私が生まれたころ、あるい

は高度成長期と呼ばれる時代には、やはり国民への動

物性たんぱくの供給ということで、今回もいろんなと

ころでワークショップ、安全な食品のことであったり、

産業動物のことについて話しするように、畜産振興へ

の寄与というものが獣医師の社会的な役割としては非

常に大きかった時代があったなと思っております。昭

和の中期から平成にかけまして、私たちがちょうど獣

医になるころですけども、先ほど御紹介させていただ

きました企業、薬品、製薬会社、あるいはそのほかの

化学製品をつくるような会社に勤められて、そして医

薬品であったり化学製品の開発、あるいは研究をされ

たりする、今では遺伝子研究等への関与というものが

大きな役割であったかなと理解してます。また、人と

動物の共通感染症の予防であったり管理、あるいは食

品衛生管理といった公衆衛生の業務等、人の生活、あ

るいは健康に直接かかわる任務を担っておられる先生

方がいらっしゃるなと思っております。この辺につき

ましては、案外、社会の一般の方は獣医の仕事という

のを知られてないんで、そういうことを広報していく

ということで、日本獣医師会ではここ数年、毎年 10 月

の第１週の土曜日に東京で World Veterinary Day、その

まま訳してしまうと獣医の名前になってしまうんです

けど、動物感謝デーというものを開催しまして、獣医

師の仕事というものを普及啓発しております。これも

年々、人が集まってくださいまして、そういう普及活動、

広報活動になってるんではないかなと思っております。

　現在の獣医師の役割といいますと、重なりますけど

も、やはり食の安全と安心ということに対する提供して

いく上において非常に重要な役割を担ってくださって

る先生方、また人の健康への寄与につきましても、ま

だまだ再興する感染症、あるいは新たな感染症、また

食品の衛生管理につきましては、社会が複雑化すれば

するほど管理が難しくなってる部分があります。こう

いうところに関しましては、公務獣医師として我々の

仲間が一生懸命、人の健康を守っていただいてると思っ

ております。もちろん研究分野で活躍される方、ある

いは大学であったり、動物の看護学というものも最近

ではかなり必要性を社会から求められてますので、そ

の教育に関与する方、そして私たちの仕事であります

家庭動物の医療というペットに対する動物の医療の提
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供、また、この後、お話ししていただきます野生動物

の対応というものについてもかなり複雑化しておりま

して、環境の保全にどのようにかかわるかという役割

を担っております。そのほか、まだいろんな分野で活

躍しておりますが、獣医の仕事というのは町の中でペッ

トの診療をしてるだけではなく、また畜産県で産業動

物獣医師をやってるだけではなく、さまざまな役割を

担ってると思っていただきたいなと思います。

　先ほども紹介させていただきましたように、本日の

ワークショップの内容といたしましては、私から家庭

動物医療の現状と今後というテーマで、私自身、本当

に家族から社会の一員になった家庭動物というものへ

の対応を私たち現場の獣医師がどのようにとらえ、そ

して、ふだん提供してるかということを少しお話しさ

せていただきたいなと思っております。

　私の後、羽山先生に生態系の健康を守るための動物

医療と、その後、行政のことにつきまして、特に公衆

衛生分野における獣医師ということで杉原先生、また

産業動物診療獣医師に求められる主な役割ということ

で横尾先生にお話ししていただきたいなと。

　獣医療という言葉というのは、私たち、あるいは農

林水産省の中ではすっと入ってくる言葉なんですけど、

一般の社会、あるいは小さい子供さんが獣医という言

葉を聞いたり獣医療という言葉を聞いたときに、今、

私が説明してるような内容の役割、仕事がすぐぴんと

くるかなと考えると、動物医療というものの全般に関

することを担ってるのが獣医師かなということで、私

はあえてここでは動物医療という言葉を使わせていた

だいたと。正式な言葉としてはやはり獣医療というの

が公的な機関が使う言葉では普通に使われてるかなと

思います。

　私自身、家庭動物医療という表現、これも余り使われ

ない方が多いかなと思いますけど、小動物獣医療とか

小動物という話なんですけど、これは先ほど歴史をお

話しさせていただいたときに、やはり牛であったり馬

という大動物と、豚であったりという中動物、当時の

犬であったり猫も含まれるんですけど、小動物という、

表現の中で小動物医療という言葉を使うんですけれど

も、実際に一般の私の友達、子供に小動物って何と思

うと聞くと、ほとんどの人がやっぱりハムスターとか

小鳥とか、そういう表現をするなと。でも、私たち獣

医の中では小動物という言葉でずっと定着してるなと

いうことで、社会で話をさせていただくときには私は

家庭動物という言葉を使わせていただきまして、その

ときも伴侶動物という言葉を使われる方もいらっしゃ

ると思います。私ども日本獣医師会でも、生活をともに、

あるいは伴侶ということだけになりますと、どうして

も自分の嫁であったり、あるいはだんなであったりと

いう言葉になると思うんですけど、生活をともにする

人という意味合いで、伴侶動物という言葉が最近では

かなり定着してきたかなと。ただ、そのときにすごく

それに精神的に依存してるとか、いろんなそういう意

味合いを持たれることもありますので、さらに動物と

のつき合いというのが深まった中で家庭動物という言

葉がそろそろ定着してもいいんではないかなと、私自

身は思っております。これは皆さん、それぞれの言葉

というもののこだわりとか、いろんなものがあります

ので、そういうことかなと。

　今回、お話ししたいのは、私も獣医の仕事を始めた

ときというのは、家庭動物というか、家族の一員と思っ

てくれる人がふえたらいいなと。もともと何かおもちゃ

のように愛玩動物と呼ばれてる時代というのは、一種

の自分の権威を示すために大きな、あるいは希有な動

物をペットとして飼育するという、そういう方もいらっ

しゃいましたし、また何となく飼いっ放しの人もおる

なと。そんな中で私ども、別の組織でありますが、今

回のワークショップでもやっております日本動物病院

福祉協会というＪＡＨＡでは、コンパニオンアニマル

パートナーシッププログラムという人と動物との触れ

合い運動ということで、これも 30 年近く地道な行動を

させていただきまして、コンパニオンアニマル、また

伴侶動物、そしてペットと暮らすのにはやはり責任が

伴うんだということで、家族の一員と社会では定着し

てきたかなと思っております。

　ただ、まだまだ社会の一員というのにはなかなか難

しい部分があるんではないかなと思っておりましたが、

先ほどのワークショップでもありましたけども、今回、

東北地方で起こった、あるいはこのＫｎｏｔｓの起源

となりました阪神・淡路大震災、その当時からやはり

動物との暮らしというものが自分の家族との暮らしだ

けではなく、社会とのつながりというものの重要性を

すごく示唆し始めて、そして阪神の後、しつけ、ある

いは動物に対する教育、あるいは一緒に暮らすという

ことの責任というものがじわじわ社会に伝わってきた

なと。

　そんな中でこの東北の地震があったときに、私、同

じ命、犬の避難所ということで、「走馬会」という相馬

市なんですけど、この場所見たときに非常に感動しま

した。というのは、30 代後半の建築関係の人なんです

けど、相馬市というのは一番、福島県の中では北のほ
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うになりまして、津波の被害が一番大きかったんです。

そこで自分の家、あるいは自分の仕事場、いろんなも

のが流されて、お寺と学校に分散して避難所暮らしを

したときに、横で犬を連れてる人が車の中で寝やんと

あかんとか、あるいは、すごく犬を連れてることで恐

縮してる人がおったときに、自分の家も会社も何もな

い中で、残ってた廃材と、そして自分の部下というか、

いろんな仲間とともに相馬市のちょっと小高いところ

を整地して、そして犬のために避難所をつくってやろう

ということで、最初、この近くで開業されてる先生方

も何となく突然できた義援金だけ集めるとか、そうい

う嫌らしいことも思ってるんじゃないかなと思いなが

ら警戒してたんですけど、こつこつと毎日ずっと世話

をし続けられたり、この人たちって全く犬のことも知

らない状態で、とにかくかわいそうだから避難所にお

る人がその近くに来て見てるという話。８カ月近く、私、

毎月一度ずつぐらいどんな様子かなと思って黙って顔

を出したり、のぞいたりしてるんですけど、朝 10 時ぐ

らいから４時ぐらいで本当に世話して、だれもいない

ときもあるんですけど、ここお水がないときに、ある

人が毎日 20 リットルぐらいのタンクに水を３本ぐらい

入れて、その人と顔も合わせたことないと、世話して

る子らは。そういう状態で助け合ってる姿を見たとき

に、犬とか猫というのは社会の一員として迎え入れら

れたんだなとすごく思いました、それがこういうとこ。

　また、やはりきょう先ほどありました宮城の石巻の

阿部先生、あるいは福島の河又先生等、現場で苦労し、

いろんなことをやっておられる方もいらっしゃいます

けど、その獣医さん以外の人でも一生懸命こういう形

で人と動物、あるいは人と人のきずなを築かれてる方

がいらっしゃるなと思ったときに、社会の一員にだん

だん近づいてるかなと思ってます。

　また、ペットというのは自分の心を非常に安らがせ

てくれるなと。この左側の子というのはうちの動物看

護師の子なんですけど、お母さんとお父さんが両方と

もすごい病気が重くて、先日、お父さんは亡くなられ

たんですけど、仕事もきついときも何かあったりする

んですけど、やっぱりこの子がおるとということで元

気をもらえると。

　この右側の子というのは、先ほど河又先生の話が出

ました富岡町で被災を受けられましたﾜﾀﾅﾍﾞ先生という

方が、３月 11 日に震災があって、12 日の日に突然警

察が防じんマスクのようなものとかをかけて回って、

すぐ着のみ着のままで何も連れ出さずに避難してくれ

と言われて隣町に避難して、次、原発の事故なんやと。

また津波が来るんかなと思って、次の日、その次の日

ぐらいに帰れるなと思ったら、もっと遠くに行かんと

あかんということで郡山の外れのとこまで行って、１

週間たったときに、そのとき娘にその先生が、お父さ

ん、鬼やろう、悪魔やろう、自分のペットを連れてい

かんと。でも、お父さんは自分の仕事で預かってる動

物たちもおる、おまえのペットだけ連れて行くことは

できないという話がありまして、そのときこのフレン

チブルというのがちょうど妊娠しとったんです、予定

日が三月十五、六日ぐらいということで２頭おったと。

１週間後というのはもう警察にもとめられるし中に入

れないという状態で、結果的には大げんかをしまして

病院へ戻られたら、残念ながら 20 頭前後の入院動物の

中で５頭ぐらいの重篤な子は亡くなってて、15 頭の子

は生きとったのを自分の車で３往復して連れて帰った

と。妊娠しとったフレンチブルも通常は帝王切開せん

とあかんなと思っとったんですけど、そういうことが

起こりましたので、そしたら１匹生まれとったんです。

一つの子はいない、カラスが持っていったかもしれん

なとか言いながら連れて帰ってきたときの子が、この

右の子なんです。これ２カ月、３カ月とやっぱり今で

はおれの足かみよんねんとか言うてましたけど、やっ

ぱりすごく助け、心の支えになってるなというのがペッ

トなのかなと思っております。

　きのうかな、ワークショップで動物介在活動であっ

たり、介在療法であったり、介在教育とかの話を詳し

くされたと思いますけど、大阪市の獣医師会と日本動

物病院福祉協会、また我々の仲間たちが大阪の生野区

というところでこういう形で訪問活動をしたりしてま

す。こういうことも我々、家庭動物医療をやる人間に

とっては必要な活動かなと。これは学校で飼育されて

る動物たちに対する飼育支援をするとか、あるいは動

物園、あるいは保護センター等で触れ合い活動をする

とともに、いろんな形での動物との触れ合い活動とい

うのは重要なのかなと思ってます。

　この活動というのを見てて、私自身、一番うれしいの

は、活動に参加されてる方々、あるいは一緒に働いて

おられる方々、みんながやっぱり笑顔になることが多

いと、これはすごく大事なことなんじゃないかなと思っ

てます。私たちもよく集合写真を撮ったりするんです

けど、皆さん笑いましょうという形でよく言うんです

けど、なかなか全員が笑うというのは難しいんですけ

ど、この活動をやられた後、よく皆さん方で写真を写

してもらったものを私も何枚もよく見させていただく

んですけど、大概、みんな笑ってるんです。これもす



1292nd Live Love Animals International Conference on Animal Care in Kobe 2012

ごくやっぱりペットたちの持ってる効用というものが

出てるんかなと思ってます。ここの詳しい話について

はもうきのう聞かれられたり、また違う機会でお話し

したらいいかなと思ってますけど、よくアニマルセラ

ピーという言葉を、厳密な言葉で言えばこれは造語な

んかなとか、ナイトゲームをナイターと言ったりとか、

そういう言葉になるんかもしれないですけど、やっぱ

りこういう言葉が出てくること自体、社会の中で動物

たちの役割というものが十分に認められ出したんかな

と考えてます。

　ここは私も公益法人の動物病院福祉協会の副会長も

やってますので、やっぱり動物介在活動というのは

Animal Assisted Activity という形であったり、Therapy

であったり、Education ということで、皆さんに覚えて

いただきたいなと思っております。ただ、それよりも

やはり動物との触れ合いというものがいかに社会に効

果をもたらすかということで、これ、先ほど配らせて

もらった小冊子なんですけど、これペットフード協会

様が昨年から千葉とかでペットの効用というものをみ

んなに知らしめようということで、ペット、これは欧

米ではヒューマン・アニマル・ボンド、あるいは動物

介在活動等に関する研究というのが、もう 30 年、40

年前からずっとされておりますが、実際に日本の中で

もかなりいろんな大学で研究され出したり、いろんな

データが出だしたなと、そういうことがありますので、

またお時間があるときにペットとの暮らしというもの

が、高齢者であったり子供であったり、あるいはいろ

んな病気の予防であったり、投薬を軽減するとか、そ

ういうことがあるんだということを御興味のあるとき

に読んでいただけたらなと。この活動もやはりペット

フード関係の企業さん、また先ほどＤＳファーマさん

の前身の会社であるマルピーさんという、大日本製薬

さんの時代からこの活動への支援ということでいろん

な支援を受けてきました。こういうこともやっぱり企

業の社会貢献という意味ではすごく役立ってるんでは

ないかなと思いますし、その浄財というのはやっぱり

我々も生かしていかなければいけないなと思ってます。

　　今、言いましたペットというものに対する社会の

認識が変わったというのの私は大きなきっかけという

のは 2003 年かなと思ってます。これは今、お配りさせ

ていただきましたペットフード協会の前身であります

ペットフード工業会というところが、ずっと動物の飼

育状況というのを大体、ペットフードの販売量、ある

いはまずランダムな聞き取り調査なんかで飼育頭数と

か飼育環境を調べてまいりまして、そのときにちょう

ど屋外飼育と屋内飼育が、室内で飼われる方のほうが

ふえたというのが 2003 年なんです。このときからやは

り動物と暮らすということが密接な関係、室内におる

というのがやはり屋外で動物を飼ってるという時代か

ら一緒に暮らすという時代に変わったんではないかな

と、それで一緒に暮らすことによって非常に動物の持

つ魅力というものが皆様方の一般の社会の中に溶け込

んでいったんではないかなと思ってます。

　それと、やはり 2009 年のペットフード安全法の施

行という、これも私自身、ちょっとびっくりする出来

事があったんですけど、この当時、やっぱり環境省さ

んといろいろ話ししておりまして、ペットフードの安

全法というのはちょうど当時の安倍内閣やったんです

けど、恐らく塩崎さんが官房長官やったんですけど、

その奥さんだと思うんですけど、あの中国の食品の安

全の問題が出た当時なんですけど、ところでお父さん、

このペットのフードは安全なんという話になったとき

に、農林水産省にどうなんやという。これ長年、私た

ちはペットフードというのをずっと雑品扱いやったん

ですけど、実際に家畜の飼料というのはすごく安全基

準とか明確にされてるんですけど、犬とか猫のフード

というのはそういうのが全然なかったんです。それを

農林水産省と環境省、これは動物愛護という、それな

りに法律を決めるためには何らかの形の理由づけも必

要ですからということで、この法律の委員会、何回も

やってたんですけど、もともとやっぱりペットのため

に国の予算を使って安全を確認していくというのは結

構無理のあることやったんですけど、このときに私自

身、一応、国民の声を聞いてくださいという話をしたん

です。3,000 世帯ぐらいのところにアットランダムに意

見聞いたときに、半分は一応、ペットを飼ったことが

ある、あるいはペットを飼ってる人、半分はペット飼っ

ていない人、もちろんペットを飼ったりしてた人はペッ

トフードの安全性というのは守ったってくれというの

はほぼわかるんですけど、それ以外の人らの半分以上

の人が、何らかの形で守ったってくれと言うてくれた

んです。そこで大きな潮目が変わったんです。これは

そしたら法律として、あるいは国民がそういう要求を

してくれてるんだということで進んだんです。この法

律というのは、ちょうど自民党と民主党が大混乱のと

きの６月の国会で最後に通った法律なんです。これと

いうのは、やっぱり何かペットというものが社会の中

ですごく大きな役割、動物の愛護法に関することには

政党を超えて皆さん方が協力し合って、何とか法律を

通してくれなということでした。
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　先ほどの話とかぶりますけども、阪神・淡路の震災

のとき以降、やっぱり同行避難するためにはどうしよ

うかとか、また、ふだんからしつけであったり、ペッ

トの教育、あるいはマナーを学ぶことによって、そし

て中越のとき、あるいは今回、それぞれの場所、ふだ

んからの準備ができてるところというのはうまく同行

避難ができたり、あるいはそれがやってなかったとこ

ろというのはできなかったりしてますけども、やっぱ

りこういう災害のときというのは人間の本当に本性と

いうか出ますので、そのときにやっぱり動物たちを大

事にしよう、守ろうとする姿というのはすごい大事な

んではないかなというのを感じたなと。これはもう社

会に十分ペットが溶け込んだんではないかなと思って

おります。

　その中で、やっぱりどうしても我々の医療に対する

要望、要求というものも高まってくるなというのは思

います。そのためにどういうふうにしていくかという

ことで、チーム動物医療の構築ということで、こちら

にいらっしゃられてる方は皆さん御存じだと思います

けど、動物医療の分野の中に公的な国家資格を持って

るというのは獣医師だけなんです。実際に動物の看護

師さん、あるいはそのほかの職業についておられる方

に関しましては公的な資格がないんです。でも、我々

が動物に対する医療を提供する上において、獣医師が

果たす役割と動物看護師の方が果たす看護という部分

とは違うんではないかなということで、ここ数年来、

動物看護師の統一的な認定、あるいは将来の公的資格

化に向かって私どももずっと議論を重ねて、本日、ちょ

うどこの時間に全国で初めて、今までの認定団体がば

らばらで認定しとった団体が、共通の問題で共通の時

間に試験を行っておられるんです。それの合格者に関

しては、日本獣医師会、あるいは日本獣医学会、ある

いは教育関係の団体等がかかわってできました統一認

定機構というものが認定していって、それを今後、公

的資格に向けていこうということで動いております。

これはチーム動物医療の構築のためにやらなければい

けないことかなと。

　動物病院に来られて動物の病気を治すというのは、

これはごく当たり前のことなんですけど、やはり予防

すること、また定期的な健診をして慢性的な疾患を早

く発見してあげて、そして管理をしてあげるというこ

とって大事なんです。今、早期発見がどうなんだとか、

定期健診がどうなんだというのは人の医療では言われ

ておりますが、まだまだ私たち動物たちというのは自

分の意思とか、自分で言葉話せませんので、やはり私

は定期的な健診というのは中高齢になれば必要で、そ

して何かあったらその子にとってよりよいことを飼い

主さんと相談しながら提供してあげるというのは重要

かなと思います。

　それとともに、くどいですけども、やっぱり飼い主

さんに対してしつけというもの、ふだんの生活という

もの、そして自分自身のマナーを遵守するということ

の重要性というのは、やっぱりいざというときに助け

てあげられる命を助けることができないぐらい大切な

ことなんだよと。これは阪神以降、神戸を中心に皆さ

ん方が一生懸命やられて、その結果、昔は私が獣医に

なったころというのは、犬飼ってる家、猫をたくさん

飼ってる家というのはもう地域の邪魔者や、迷惑なや

つらやと言われとったんが地域の潤いだと言われるよ

うになった、それはやはり飼い主さん一人一人の自覚

であると思っております。これは重要ですので、これ

は我々、家庭動物医療を提供する側としては大きな役

割かなと思ってます。

　また、やはり１人の先生がワンマンでやっておられ

る方が、夜も 365 日全部その子の健康を見れるかといっ

たら、やっぱり人間と同じように夜間の応急救急シス

テムというのが必要ではないかなということで、これ

も十数年前から全国の中で各地で、政令都市であれば

大体一つずつぐらい地域の獣医師会、あるいは地域の

獣医師たちが協力し合った形で夜間救急診療システム

をつくり出したかなと。そして、次の日に主治医のも

とで、また動物たちの健康を守ってもらうというシス

テムづくりができたかなと思ってます。

　さらに、すべての人ではありませんが、やはり自分

の動物たちが脳腫瘍になった、あるいは心臓疾患になっ

た、俗に高度医療というものを望む方というのに対し

て、やっぱり飼い主さんとホームドクターと、そして、

そういう２次診療施設という三者連携による紹介シス

テムの構築というものも徐々にできつつあるかなと。

こういうふうにいろんなことを要望される飼い主さん

のために、我々の分野ではこのような対応をしてると

いうことであります。

　実際にＣＴであったり、ＭＲＩであったりを使って、

そしてある程度、こういう画像的なものを見たときに、

どこにどういう病変があって、手術をする上において、

どういう計画を立てて手術をしたらいいんだというこ

との対応もしております。実際に脳に腫瘍ができてる、

あるいは骨の腫瘍がどのような形になってる、それは

本当に切除が可能かどうか、そういうことを望まれ、

そして遠くから来られる方もいらっしゃるなと思いま
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す。ＭＲＩとかでこういう脳の腫瘍を見つけたりして、

そして、それを摘出するという、そういう手術も提供

してます。

　手術というのはきのう、おとつい、天皇陛下の手術を

された天野先生がおっしゃってましたけど、手術をす

ること、手術を無事終えることだけが医療ではないと、

やはりその方がもとのような形の公務に復帰したとき

という形が最終的な医療の提供のゴールだと話してお

られました。ついつい私たち獣医というのは、手術が

無事終わった後の看護とか、こういうケアというのに

対しては、何となく情熱が冷める人、もちろん情熱を

持ってやる人もいらっしゃいますけど、そういうとき

にやはり先ほど言いました動物看護師の方というのは

非常に熱心に動物たちのことを 24 時間交代制で見て、

何か容体が変われば獣医師に知らせるという形をとっ

て、そういうもう本当に過酷な仕事をしてる中でもう

れしいのは、やっぱりこういうふうに元気になったと

きというのは、それまで全然起きれなかったり、何か

しとった猫ちゃんが数日後来ると、これも結局、脳の

腫瘍とかでしたら必ず再発して、今度、状態が悪くなっ

たときは死ぬということはわかってるんです。これは

非常に動物病院関係者としてつらいことなんですけど、

でも、そうかといってやっぱり何もしない、やってほ

しいという人もいらっしゃったり、いろんな方々の要

望にこたえていくということが必要なんかなと思いま

す。

　私自身、去年１年間、１年になってませんけど、東

北へ行かせていただいたときに、そこですごく困って

おられる方と、大阪帰ってきたときにこういう形の治

療してるときの何か自分の中でやりきれないような矛

盾を感じたりしたこともあるんですけど、やはり世の

中というのはいろんなところでいろんなことが起こっ

てるなと。帰ってきたときに、ぴりぴりしながら節電

やと言って電気ぱぱぱっと消していったりしたときに、

こいつ、あほかなと思われながら。でも関西におると、

神戸の方はやはり震災というのを大きく経験されてま

すけど、やっぱり東北というのは遠くのことなんで、

だんだん忘れていってしまうんです。それをなるべく

忘れないようにしたいなと思ってました。

　それと同じように動物たちというのはやっぱりいろ

んな運命を歩むんかなと、この左の写真の真ん中の子

なんですけど、多分、十五、六年前やと思いますけど、

うち、病院を鶴見でやってたころなんですけど、一回、

餓死状態みたいなんで腸閉塞で来たんですけど、それ

が飼い主さんは全然放置してないと言うんですけど、

明らかに放置してたんやろうなと思うんです。それ何

とか死にかけた子を助けてやったんですけど、また何

カ月かたって同じ状態になったときに、さすがにうち

の若い先生がもう切れまして、どんな生活しとるんや

と。ほんで、最終的にもらい受けるという形で仮死状

態やったんですけど、すごくすさんでたんですけども、

それを看護師の方々とか先生方が一生懸命世話をして、

うちの病院でずっと人懐っこくなったんですけど、最

初は私が横通っただけでががっとかみついてたんです

けど、今は本当に楽しい生活をしてるなと思います。

　この右側の写真というのは、これはもう賛否両論あっ

たんですけど、福島のあづま公園、そこで福島市にあっ

た避難所で、横の自転車置き場のところにペットのｺｼﾞ

ﾏさんという会社の人がお金を出されて、そしてこの避

難所の横にきれいな犬が過ごせるスペースをつくって、

ここにクーラー入れたりしたんです。そのときにやっ

ぱり避難所の人ら、自分らのとこはクーラーもついて

ないし暑いと、どうなっとんのやと言われたんですけ

ど、でも動物たちというのは自分から涼みに外へ出る

とか、このケージの中に入って自分から出ることがで

きない、やっぱり暑いときに熱中症になったりすると、

そしたらここは必要なんだよと言うたときに、その方々

も納得してくださって、こういうふうな形である意味

では過ごしやすい環境つくってくれたなと思ってます。

　私、こういう人とお話しさせてもらうときに必ず使

う写真がこれなんですけど、人間というのはやっぱり

自然社会の中に入り込んだ私は侵略者かなと思うんで

す。これ私の知人の子供さんの小さいときの写真なん

で、左側の写真というのは、これは本当に犬というの

が自分のお気に入りの場所なんです、ここ。そこへど

んと子供というのは入り込んで、犬、迷惑そうにして、

この子自身、非常に自分、場所とっとるんですけど、

これが何時間か何日か遊んでるうちにちゃんと、確か

に侵略者なんですけど、小屋の中で半分半分、ちゃん

と場所を譲り合って、自分は自分のお気に入りの青い

チュッチュを吸いながら、自分の黄色いチュッチュを

一生懸命わんちゃんにやろうとしとるんです。これっ

て僕らが忘れてはいけない、やっぱり自然と、あるい

は動物たちと暮らしていく上にすごい大事なことを教

えてくれたなと思って、いつも使わせてもろてます。

　先ほどからいろんな家庭動物、あるいは社会の一員

という話をさせていただいたときに、私自身、やはり

今回の震災の中で一番腹が立ったことというのは、やっ

ぱり今まで阪神からみんな積み重ねてきて、72 時間たっ

たら動物のフードは堂々と運んでもいいよと、暗黙の
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了解がみんなの中に出とったんです。これは 72 時間と

いうのは、やっぱり人命優先ということの中で、とこ

ろが今回、３月 11 日に起こって、３月 14 日の日に中

央の救援本部が立ち上がって、そしてペットフード協

会、あるいは関係者がみんな医薬品、あるいはフード

をみんな集めて、場所も確保しておったんですけど許

可されなくて、しようもない内部の政権の中での僕は

ごちゃつきやと思ってます。内閣府から環境省の政務

官が出した文書、それをすぐにせずに、結果的には１

週間ぐらいペットフード等を運ぶことができなかった。

　これは、やはり私はもう本当に社会の一員として動

物たちというのは認められてると思うんです。そんな

中でよく環境税とかいろんな話が出ますけども、私は

やっぱりこれはペット税というのは住民税として、そ

こに住んでる人のところで、やっぱりそれなりにふん

尿も出しますし、公園を使ったりしますので、できれ

ば住民票の中に細井戸何々ちゃんとかという名前を記

載してもらって、本当の意味で、数千円でいいと思う

んです、これは私、税の専門家じゃありませんけども、

こういうものを導入して、もちろんできればいろんな

形でやっていきたいとは思いますけども、そろそろこ

ういうことについても検討する時期が来てるんではな

いかなと考えておりまして、このことは私の知人であっ

たり、いろんな方に少しずつお話しさせてもらってま

す。義務を果たすことによって、動物たちの権利とい

うものをもっと主張したいなと思っております。

　少し時間が長くなりましたけども、本当にこのよう

な機会をいただきましてどうもありがとうございまし

た。

　それでは、次に羽山先生から生態系の健康を守るた

めの動物医療ということでお話しさせていただきたい

なと思います。


